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「わたしは お姉ちゃん」

この時期の児童は 「生まれること、死ぬこと」を現実性をもって理解できるよう、
になるといわれる。低学年で育まれた「命を大切にする心（命の大切さ 」を土台と）
して、この時期においては「命の尊さを知る心（命の尊さ 」を育み、高学年におけ）
る「命を尊重する心（命の輝き 」の育成へとつなげる重要な段階である。自分の誕）
生や生育の過程、病気やけがをしたときの様子などを思い浮かべながら、自分が存在
することによって、周囲に楽しさが生まれ、充実した時間が繰り広げられていくこと
を経験することは、この時期の児童にとって大変重要なことである。
本資料は、お母さんのおなかに宿る新しい命に話しかけるみほの思いや、母親のわ

が子へ向ける思いを通して、自分の命が大切に守られてきたことを感じ取らせること
のできる資料である。おなかの中の赤ちゃんに話しかけるみほに、お母さんは、みほ
がおなかの中にいたときの様子を話す。みほが生まれてきてくれたことに幸せを感じ
ているお母さんの思いに触れ、みほは、自分がたくさんの愛情を受けながら育てられ
てきたことにあらためて気づき、新しく生まれてくる命も大切にしようと思う。自分
がかけがえのない存在であり、自分の存在そのものが、周囲の人々に喜びと幸せを感
じさせていることに気づかせながら、生きることを喜び、命を輝かせて生きる大切さ
を育んでいきたい。
本時の指導にあたっては、資料を通して、わが子の誕生を心から願い喜び、そして

わが子に愛情をたっぷりと注ぐ親の姿をしっかりおさえた上で、いかに自分がかけが
えのない存在であるかに気づかせていきたい なお 展開後段の自分へのふり返り 自。 、 （
覚化）に多く時間を要することが考えられるので、時間配分を考慮する必要がある。

学級の中には、様々な理由で父母のいない児童や、自分が大切にされていないと感
じている児童がいることも考えられる。そうした児童が疎外感をもたないように留意
する必要がある。たとえ父母と暮らしていなくとも、代わりに保護者として自分を支
えてくれている人の存在や、自分が苦しいときに支えてくれる人がいることに気づか
せることも、本時の重要な学びとなる。

、 、自分が生まれる前や生まれたとき そして赤ちゃんだったころの様子を家族に尋ね
家族の思いに触れさせておく。そのことを 「心のノート」 、 に記入させておく、 P.74 75

ことで、本時の自覚化の段階に生かせるように準備しておく。

新しい命の誕生によってお姉さんになるみほの気持ちに共感することを通して、自
分の命が大切に育まれてきたことに気づき、生きていることを喜び、自分の命を輝か
せて生きようとする心情を深める。



過程 学 習 活 動 指導上の留意点

１ 胎児の様子を撮影した超音波 １ 小さな体で一生懸命生きようとしてい
写真やビデオ映像を見る。 ること、そして、母胎で守られているこ

とを知らせることにより、本時のねらい
○おなかの中の赤ちゃんはどん である「命」に目を向けられるよう支援

導 な様子ですか。 する。なお、画像を提示する際には、胎
児の大きさなども知らせる。また、胎児
の画像は、書籍等により入手することも
可能である。

入 ・とっても小さくて、逆さまだよ
・心臓がドクンドクン動いていたよ
・手や足を動かしていたよ
・へその緒でつながっているよ
・お母さんのおなかの中で安心だね

２ 資料 わたしは お姉ちゃん ２ みほの気持ちに自分を重ね合わせなが「 」
を聞いて、みほの気持ちについ ら読むよう助言する。なお、教師が読み
て考える。 聞かせを行う際に、場面ごとの絵を提示

することにより、みほの心情や母親の思
いを感じ取りやすくする。

展
○お母さんのおなかの中にいた お母さんが、おなかの中にいるみほに
ときの様子を聞いたみほは、 たくさん話しかける姿や、みほが生まれ
どんなことを考えたでしょう てきて喜んでいる姿を通してお母さん
か。 が、おなかの中でしっかり守り育てたか

けがえのない命であることに気づくよう
支援する。

・お母さんのおなかの中で大きくな
ったんだ

開 ・お父さんもお母さんも、わたしが
生まれてくることを楽しみに待っ
ていてくれたんだ

・お母さんの子に生まれてよかった
・わたしも、赤ちゃんと同じように
お母さんのおなかの中で、大切に
育てられたんだ



◎もう一度、お母さんのおなか 「世界でたった一人のお姉ちゃんよ」
、「 、にそっと手をあて、やさしく という言葉とともに そっと手をあて
．．．

、 」話しかけたみほは、どんなこ 顔を近づけて やさしく話しかけました
．．．．

とを考えたでしょうか。 という様子にも着目して考えるよう助言
する。

展 ・わたしは、おねえちゃんよ。うれ
しいな、たくさん遊ぼうね

・わたしは、お姉ちゃんだからがん
ばろう

・わたしも、赤ちゃんにやさしくし
よう

３ 命のかけがえのなさについて ３ ここでは、事前に家族から聞いた話や
自分の経験をふり返る。 病気になったときの様子などをもとに、

開 ○みほのように、自分の命が大 自分の命も大切に守られているという思
切に守られていると感じたこ いを深めさせることが大切である。その
とはありますか。 際、「心のノート」 、 に記入してP.74 75

いる内容を確かめながら、ふり返りを
行うようにする。

「 」 、４ 教師の説話を聞く。 ４ 資料 お母さんからの手紙 を範読し
ひかると同じように、誰の名前にも父母

終 の願いが込められていることを語る。
または、名前の由来や名前に込められ

た願いなどを書いた父母などからの手紙
末 を児童に渡すことで、自分がかけがえの

ない存在であることを実感させることも
考えられる。

・自分の命が大切に守られていることを知ったみほの気持ちを考えることを通して、
父母にとって自分がかけがえのない存在であるということに気づき、自分の命が自
分だけのものでないことを考えることができたか。

・ 命のかけがえのなさ」について自分の経験をふり返ることを通して、命の尊さに「
ついての思いを深めることができたか。

資料「お母さんからの手紙」を終末で教師が範読することにより、子どもに向ける
親の気持ちをより一層明確にしていく。さらに、名前の由来や名前に込められた願い
を知らせることで、自分がかけがえのない存在であることの思いを深めることができる。









「精霊流し」

この時期の児童は、命は何物にも代えがたいものであり、人生は一度しかないこと
は言葉としては理解している。しかし、多くの児童の家庭で核家族化が進み、生命の

、 。危機に接したり 身近な人・最愛の人の死に直面したりした経験をもつ児童は少ない
また、児童を取り巻く環境には、人の命が再生するかのようなゲーム等の仮想現実社
会や人の命を軽んじるテレビ番組が見受けられ、望ましいものとはいえないものがあ
。 、 。る このような中で 真に命の尊さを意識しないまま生活している児童も少なくない
本資料は、長崎のお盆の行事でもある精霊流しを通して、家族という最も身近で愛

する人の死による悲しみや、前向きに生きることの大切さを感じとることができるも
のである。主人公の「良介」は、精霊流しの賑やかさが好きで、毎年家族で見に行く
のを楽しみにしていた。しかし、病気を患いだんだん弱っていく母を見て、命の大切
さに気づくとともに、何をすれば母が長生きできるか必死に考えて行動するが、あま
りにも早い母の死に無力感を味わう。そんな主人公「良介」が、次の年のお盆に母の
精霊流しを行いながら、力強く生きている自分を亡くなった母に報告するという内容
である。

、 「 」 、本時では 精霊流しに対する主人公 良介 の気持ちの移り変わりを考えることで
最愛の人を失うことがどれほどの悲しみかを感じ取らせたい。その上で、自分が生き

、 、ていることを実感し 精一杯生きることの大切さやすばらしさをあらためて感じさせ
命を大切にして前向きに生きようとする実践への意欲化を図りたい。
また、精霊流しが行われている地域においては、授業の終わりに父母等に精霊流し

の思い出を聞くように促すことで、家族で命の大切さについて話し合う機会がもてる
ようにする。あわせて、その年のお盆が過ぎた後に、家族の思いが伝わる精霊流しの
様子を写真やビデオ等で提示して、子どもの心の深まりを読み取れる機会を作り、生
命尊重の気持ちを継続的に育んでいきたい。

父母を亡くした児童がいることも考えられるので、事前にねらい等を保護者に伝え
ておくとともに、本時では、発言を強要するようなことがないようにする。精霊流し
の様子は言葉では伝わりにくいので ビデオを準備して雰囲気を感じ取らせたい イ、 。（
ンターネットでも動画を見ることができる ）なお、指導時期は、お盆の前とし、報。
道等をもとに児童が継続して考えられるようにする。

自分の誕生を喜び、成長を願っている家族の思いを実感させ、家族はかけがえのな
いものという気持ちを持たせた上で本時を行う。



人の死は、その家族や知人に大きな悲しみを与えることに気づくとともに、亡くな
った母の思いを忘れずに生きていこうとする良介の気持ちに共感することを通して、
自らもよりよく生き抜こうとする心情を育てる。

過程 学 習 活 動 指導上の留意点

１ お盆の過ごし方や様子につい １ お墓参りや、親戚が集う様子を出し合
導 て話し合う。 わせ、長崎の精霊流しについてビデオ等

を用いて紹介する。
○お盆にはどんなことをしてい ・お墓参りをします

入 ますか。 ・お墓で花火をします
・家族で精霊流しを見に行きます

２ 資料「精霊流し」を読んで考 ２ 精霊流しに対する良介の思いの移り変
える。 かわりに気をつけるよう、視点を与えて

範読する。
○お母さんから花火代をもらっ ・お母さん早く治ってほしいなあ
て、ぎゅっと手をにぎられた ・お母さんと行けないなんてつまん

展 とき、良介はどんなことを考 ないなあ
えていたでしょうか。 ・お母さんの病気治らないのかなあ

○精霊流しのビデオを見ている ３人で過ごせる喜びとともに、母の涙
とき、良介はどんなことを考 について良介が感じたことにもふれるこ
えていたでしょうか。 とを通して、母の思いも考えさせたい。

・ビデオだけれど、こうしてお母さ
んと一緒に見られてよかった

・お母さん、喜んでくれてよかった
・どうしてお母さんは泣いているの
かなあ

◎良介は「お母さんへ」と書い 良介が「お母さんへ」の紙ひこうきに
開 た紙ひこうきにどんな思いを 込めた気持ちを推し量らせ、手紙形式に

込めたのでしょうか。 書かせたうえで話し合わせることで、精
一杯生きている姿をお母さんに報告して
安心してもらおうとする良介の気持ちを
とらえさせたい。

・お母さん、元気ですか。お母さん
がいなくなってとても寂しかった



けれど、みんなで力を合わせて元
気にがんばっています。いつまで
も見ててね

・お母さんの精霊船だよ。お母さん
のことを思いながら作った船だ

展 よ。お母さんの魂をしっかり送る
からね

３ これまでの自分をふり返る。 ３ 「心のノート」の 「みんな助け合p.58

○誰かに支えられたり、誰かを って生きている」を参考に、今までの自
支えたりしたことはあります 分をふり返るとともに、これからも自分
か。 にできることは進んでやっていこうとい

う気持ちを高める。
・おばあちゃんのお見舞いに行って

開 背中をかいてあげたり、お花の水
をかえたりしています

・買い物に行ったときは、お母さん
だけに荷物を持たせないで、自分
も持つようにします

４ 教師の説話を聞く。 ４ 家族の幸せを願って行っていることを
終 紹介し、家族が支え合って生きることの

すばらしさを伝える。家族愛の根底は生
末 命尊重の精神であり、命や思いを受け継

いで生きていこうとする心情を深める。

・主人公「良介」への共感や友達の考えに触れることを通して、最愛の人を失うことの
悲しみを感じとることができたか。

・友達の話や教師の話を通して、互いに助け合って生きようとする思いを深めることが
できたか。

学級通信等を通して各家庭へ連絡を取り、精霊流しに関する思いを家庭で話し合う
よう依頼することで、身内が亡くなることの悲しさをより身近なこととしてとらえら
れるようにする。
助け合って生活していることを紹介し合う場を設け、級友のがんばりを認める目や

自尊感情を育てていく。

本資料は、県内のある家族の出来事をもとにした作品である。




